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第1章：はじめる前に

Synology製品をご利用いただきありがとうございます。BeeDrive の設定を始める前に、次のアイテム

がパッケージに含まれていることを確認してください。また、ケガや BeeDrive の故障を避けるため

に、安全のために最後までよくお読みください。

注：

下記のすべての画像は参照のみを目的としており、実際の製品とは異なる場合があります。

1.1 パッケージ内容
以下の内容に不足がある場合は、販売店にお問い合わせください。

本体 x 1 USB�C to USB�C ケーブル x 1

USB�C to USB�A アダプター x 1

1.2 BeeDrive の概要
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番号 名前 説明

1

USB�C ポート

�USB 3.2 Gen

2/USB 10 Gbps)

BeeDrive を他のデバイスに接続します。

2
ステータス イン

ジケータ

BeeDrive の状態を示します。詳細は LED インジケータを参照してく

ださい。

1.3 LED インジケータ

LED インジケータ ステータス 説明

ステータス インジケータ

オフ 休止

点滅 読み取り/書き込み

短く点滅 デバイスの識別

スタティック 正常性レベル <= 5%1

注：

 詳細はデスクトップ用 BeeDrive 上のメッセージをチェックしてください。

1.4 ハードウェア仕様

アイテム BeeDrive BDS70�1T BeeDrive BDS70�2T BeeDrive BDS70�4T

容量1 1 TB 2 TB 4 TB
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サイズ �H x W x D�

(mm)
65 x 65 x 15

重量 (g) 43

インターフェイス USB 3.2 Gen 2 �10 Gbps)

速度 最大 1050 MB/s2

認定機関の認可
• FCC • CE • UKCA • BSMI • VCCI

• BIS • RCM • KC • RoHS 準拠

システム要件

• Windows 10 64ビット (バージョン 1809 以降) および Windows 11

• macOS 12 以降3

• iOS 15 以降

• Android 10 以降

ファイル システムの

要件
exFAT (事前フォーマット済み)

環境条件
• 運用温度�32˚F ～ 113˚F �0˚C ～ 45˚C�

• 保管温度��40˚F ～ 185˚F ��40˚C ～ 85˚C�

注：

 1 GB が 10 億バイトと等しく、1 TB が 1 兆バイトと等しい場合、当社のストレージ容量は

業界基準に従います。基準の変更により、お使いのコンピュータが低いストレージ容量を報

告することがあります。

 性能数値は Synology が社内で行った試験所のテストで得られたものです。データ転送の速

度は、ホスト デバイス、Wi-Fi 速度、使用条件およびその他の要因など様々な要因によって

影響を受けることがあります。

 macOS は 1 MB より大きい割当ユニットをサポートしません

 モデルの仕様は予告なしに変更されることがあります。最新情報は、Synology ウェブサイ

トを参照してください。

1.5 安全上の指示

製品は直射日光から避け、化学薬品の近くに置かないでください。温度や湿度の急激な

変化のない安定な環境を確保してください。

装置は液体がかからない場所に置いてください。

http://www.synology.com/
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お手入れの際は、必ず USB ケーブルを先に抜き、湿らせた布で表面を拭いてくださ

い。ケミカルクリーニングスプレーはご使用にならないでください。
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第2章：ハードウェアの設定

2.1 BeeDrive とコンピュータを接続
 USB�C ポートの場合：同梱の USB�C to USB�C ケーブルの一方の端部を BeeDrive に接続し、も

う一方の端部をコンピュータの USB�C ポートに接続します。

 USB�A ポートの場合：USB�C to USB�C ケーブルと USB�C to USB�A アダプター接続し、次に

USB�C の端部を BeeDrive に、そして USB�A の端部をコンピュータのポートに接続します。
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注：

BeeDrive をコンピュータから取り外す必要がある場合、データの紛失を防ぐため安全

に取り外してください。
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第3章：ソフトウェアの設定

3.1 デスクトップ用 BeeDrive をインストール
 BeeDrive オンライン インストーラを入手：

Windows ユーザー：BeeDrive オンライン インストーラはデスクトップ用 BeeDrive から直接

利用可能です。あるいは Synology ダウンロード センターからダウンロードできます。

Mac ユーザー：インストーラを Synology ダウンロード センターからダウンロードします。

 ウィザードに従って、デスクトップ用 BeeDrive をセットアップしてください。

注：

macOS バージョンを使用する前に、新しい macOS のセキュリティ メカニズムに適合

するため、Mac をセットアップして一部のカーネル拡張機能がデスクトップ用

BeeDrive を実行することを許可する必要があります。詳しい手順は、この記事を参照

してください。

3.2 モバイル アプリ用 BeeDrive をインストール
 QR コードをスキャンして BeeDrive モバイル アプリをダウンロードします。

 ウィザードに従って、BeeDrive モバイル アプリをセットアップしてください。

https://kb.synology.com/BeeDrive/tutorial/How_to_set_up_BeeDrive_for_desktop_on_Mac
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第4章：コンピュータのフォルダをバッ
クアップ

4.1 コンピュータのバックアップを有効化
 [コンピュータのバックアップ] を選択します。

 バックアップしたいフォルダを選択します。[デフォルト] を選択するとあなたに推奨された一般的

なフォルダがバックアップされます。あるいは [カスタム] を選択してあなたが希望するその他の

フォルダを選択することができます。



10

 バックアップするフォルダーを確認し、[今すぐバックアップ] をクリックします。
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 バックアップの開始後、右上隅の進捗状況アイコンをクリックすると現在バックアップされている

ファイルを見ることができます。
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 [コンピュータのバックアップ] を有効化後、コンピュータ上のすべての変更がただちに BeeDrive

にバックアップされます。
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第5章：コンピュータ上のファイルを同
期

5.1 ファイルの同期を有効化
 [ファイルの同期] を有効化します。

 同期するフォルダを選択します。

[デフォルト] を選択した場合：「BeeDrive」という名前のフォルダが自動的にコンピュータと

BeeDrive に作成されます。このフォルダに今後行なわれるすべての変更が同期されます。複数

のコンピュータがある場合、このオプションを使うと最新の変更が BeeDrive をそのうちのいず

れに接続した場合でも同期されます。

[カスタム] を選択した場合：コンピュータ と BeeDrive のどのフォルダも自由にリンクを付け

ることができます。
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 コンピュータおよび BeeDrive で同期するフォルダを選択してください。[今すぐ同期] をクリック

します。
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16

第6章：削除されたファイルを復元し、
ファイル バージョンを保存

6.1 削除されたファイルを復元
コンピュータ上で、[コンピュータのバックアップ] または [ファイル同期] 用にセットアップされたフォ

ルダからファイルを削除する場合、それらのファイルは BeeDrive の アーカイブ ファイル に保存され

ます。これにより誤って削除した場合でも容易に取得できます。これらのファイルを復元するには、

BeeDrive デスクトップのホームページに進み、[アーカイブ ファイルを開く] をクリックします。そこ

から、ファイルをコンピュータ上の元あったフォルダに移動させるかコピーすることができます。ある

いは、それらがもはや必要でない場合、削除することができます。

6.2 ファイルの旧バージョンを保持
 デフォルトで、BeeDrive はファイルの最新バージョンのみを保持します。しかし、旧バージョンを

保持したい場合 (最大 5 つまで)、詳細設定を編集することができます。
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 ファイルの旧バージョンを見るかダウンロードするには、コンピュータ上のファイルを右クリック

して、[旧バージョンを閲覧] を選択します。
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第7章：モバイル デバイス上の写真を
バックアップ

7.1 モバイル デバイスを BeeDrive とペアリング
 コンピュータとモバイル デバイスがインターネットに接続されていることを確認してください。

 [モバイル転送] を選択し、[続行] をクリックしてペアリングを開始します。

 BeeDrive モバイル アプリを開き、デスクトップ用 BeeDrive 上で QR コードをスキャンしてデバ

イスとペアリングします。BeeDrive がカメラと LAN にアクセスする許可を求めます。
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7.2 写真のバックアップを有効化
 デバイスのペアリング後、バックアップ用に希望の写真形式を選択し、また、それを BeeDrive の

どこに保存するかを選択することができます。
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注：

iOS デバイスから写真をバックアップする場合、HEIF (高効率画像ファイル形式) のデ

フォルト形式をバックアップするのでなく [互換形式 �JPEG�� を選択することを推奨し

ます。これにより、Windows コンピュータなど異なるデバイス間で写真を見るための

互換性が最大化します。あるいは、各写真のオリジナルの HEIF および互換 JPEG バー

ジョンの両方を保持することを選択できます。

 [バックアップを開始] をタップします。

7.3 高効率性のため [集中バックアップ] を使用
 多数の写真のバックアップの効率性を高めるため、[集中バックアップ] モードを使用してバック

アップ プロセスが iOS や Android のシステムで中断されないようにすることを推奨します。これ

は前景でアプリを維持し、バックアップ処理を最適化します。これを有効化するには、[写真のバッ

クアップ] ブロックをタップしてモードを有効化してください。
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注：

[集中バックアップ] モードが停止するのを防ぐため、画面をロックしたり、アプリを終

了したりしないでください。
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 写真をバックアップすると、デスクトップ用 BeeDrive を開き、写真が保存されているフォルダを

クリックすることにより見ることができます。
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第8章：ファイルを BeeDrive に
BeeDrop 経由で送信

8.1 モバイル デバイスから BeeDrive にファイル/写真を送
信
 メイン画面の下にある �BeeDrop] ボタンをタップします。

 ファイルタイプを選択します。あるいは、[カメラ] をタップして写真またはビデオを撮って直接

BeeDrive に送ることができます。
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 送信するアイテムを選択して、BeeDrive に加えてください。

 �BeeDrop キュー] をチェックすると進行状況を見ることができます。
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 転送の完了後、BeeDrop のフォルダが自動的にコンピュータ上で開きます。
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第9章：BeeDrive の開いたステータス
をチェック

9.1 ホームページの操作
BeeDrive のホームページで、ストレージ使用量、ドライブ ステータス、およびコンピュータのバック

アップ、ファイル同期、そしてモバイル転送の進行状況をモニターすることができます。

9.2 ドライブの正常性ステータス
このセクションは BeeDrive の現在のドライブの正常性ステータスを示します。ハードウェアに何らか

の問題がある場合、それはチェックするようアラートを出し、重要なデータを BeeDrive にバックアッ

プするよう促します。ステータスの説明に関する詳細情報は、ドライブの正常性ステータスを参照して

ください。

https://sy.to/bdwarning


SYNOLOGY, INC.
エンドユーザー用の使用許諾契約

必ずお読みください：このエンドユーザー用の使用許諾契約書（以下「EULA」）は、あなたが購入された SYNOLOGY
製品（以下「製品」）にインストールされていた SYNOLOGY ソフトウェア、合法的に WWW.SYNOLOGY.COM
からダウンロードしたソフトウェア、または SYNOLOGY が提供するその他の方法で入手した SYNOLOGY
ソフトウェア（以下「ソフトウェア」）について、あなた（1人の個人または1つの団体のいずれか）と SYNOLOGY,
INC.（以下「SYNOLOGY」）の間で交わされる法的な契約書です。

あなたは、製品に含まれているソフトウェアを使用する、ソフトウェアを製品にインストールする、デバイスを製品に接
続すると、本 EULA の条件に同意したものとみなされます。本 EULA
の条件に同意いただけない場合は、ソフトウェアが含まれる製品を使用したり、WWW.SYNOLOGY.COM
からソフトウェアをダウンロードしたり、その他 SYNOLOGY が提供する方法でソフトウェアを入手したりしないでくだ
さい。その場合は、製品を購入した販売店に製品を返却し、販売店の返却条件に従って返金を求めてください。

第1条。条件付きソフトウェアライセンス。 本 EULA の利用規約に従い、Synology はユーザーに製品の許可された使用に
ついてのみ、製品または製品に接続されたデバイスに読み込まれたソフトウェア1部をインストール、実行、使用するため
の限定付き、非独占的、譲渡できない個人用ラインセンスを許可します。

第2条。文書。 ソフトウェアに付属のいかなる文書も適度な枚数の複製を作成し使用することができます。その複製は、
社内使用に限り、第三機関に対して再発行または再配布（ハードコピーまたは電子コピーのいずれの形式においても）し
てはけません。

第3条。バックアップ。
ユーザーは、バックアップおよび保管目的において適切な枚数のソフトウェアの複製を作成することができます。

第4条。更新。 元のソフトウェアを更新または補足するために、Synology のウェブサイト www.synology.com
（以下「ウェブサイト」）、または Synology が示すその他の方法で提供されたソフトウェアは、かかる更新や補足に別
途ライセンス要項が付帯されている場合を除き、すべてこの EULA に準拠します。

第5条。ライセンス制限。 第1条、2条、3条で制定されるライセンスは、ユーザーが注文および購入した製品の定める範囲
で適用され、そのソフトウェアに対するユーザーのすべての権利を提示します。Synology は、本書において明確にユーザ
ーに与えられていないすべての権限を保有します。前述の規定にもかかわらず、第三者に対して次のような行為をするこ
とは禁止されています。(a) 製品に関する目的以外で本ソフトウェアを使用すること、(b) 本ソフトウェアの使用許可、配
布、リース、レンタル、転写、譲渡、またはソフトウェアをその他の方法で提供すること、(c) 本ソフトウェアのリバース
エンジニア、逆コンパイル、逆アセンブル、または本ソフトウェアのソースコードまたは機密情報を得るための試みを行
うこと、ただし、この制限に関わらず準拠法によりそのような行動が明確に許可されている場合は除く、(d)
ソフトウェアの派生物を採用、修正、改造、翻訳、または作成すること、(e)
ソフトウェアまたは製品の著作権表示またはその他の所有権表示を取り除く、修正する、隠すこと、(f)
製品またはソフトウェアのコンポーネント、特徴、機能へのアクセスを Synology が管理するために採用するあらゆる方
法を回避、または回避しようとすること。第5条で規定した制限については、Synology NAS サーバーがホストするサービ
スをあなたが第三者に対して商用を目的として提供することを禁止するものではありません。

第6条。オープンソース。 本ソフトウェアには、GNU General Public License (「GPL
Components」)（http://www.gnu.org/licenses/gpl.html 参照）の下で Synology
にライセンス許可が与えられているコンポーネントが含まれる場合があります。GPL の条件は、本書の内容が GPL
コンポーネントの使用に関して GPL の要件と衝突する場合に GPL
コンポーネントに対してのみ適用され、そのような場合、ユーザーは該当コンポーネントの使用について GPL
に準拠することに同意するものとします。

第7条。監査。 Synology
は、本書の利用規約に関するユーザーのコンプライアンスを監査する権利を有します。ユーザーは、Synology
に施設、設備、帳簿と記録、文書へのアクセスを許可し、Synology または Synology
が認めた代理人の監査を促進させるために適切な協力を行うことに同意するものとします。

第8条。所有権。 本ソフトウェアは、Synology およびライセンス契約者の価値のある資産であり、著作権法およびその他
の知的財産法および条約で保護されています。Synology またはそのライセンサーは、ソフトウェアに対するすべての権利
、権限、利権を有しています。これには著作権やその他の知的所有権を含みますがこれだけに限りません。

第9条。制限付き保証。 Synology
は、ウェブサイトで規定されている場合を除き、お住まい地域の法律が認める期間、Synology
が公表するソフトウェア仕様を実質満たしていることについて制限的に保証します。Synology
は、商取引上の合理的な方法で、Synology 独自の決断により、ソフトウェアの不具合を修正する、または前述の保証に準
拠しないソフトウェアを交換する、のいずれかを行います。ただし、この場合、保証期間内にユーザーが Synology に対
して不具合を書面にて通知する必要があるとします。前述の保証は、以下を起因とする不具合には適用されません。(w)
本書に従って使用、複製、配布、公開しない場合、(x) Synology
以外の者によるソフトウェアのカスタマイズ、修正、その他の改造が行われた場合、(y) Synology
以外の者により提供された製品、サービス、またはその他の事柄とソフトウェアを併用した場合、または (z)
本書の規定に従わない場合。

http://WWW.SYNOLOGY.COM
http://WWW.SYNOLOGY.COM
http://www.synology.com/
http://www.gnu.org/licenses/gpl.html


第10条。サポート。 第9項で示した期間中は、Synology は、ユーザーにサポートサービスを提供します。期間後のソフト
ウェアに対するサービスは、書面による要望がある場合において Synology により提供される場合があります。

第11条。免責事項。
上記に明記されている場合を除き、ソフトウェアはエラーも含め、「現状のまま」提供されます。SYNOLOGY およびそ
のサプライヤーは、ソフトウェアに関して商用性、特定目的への適合性、ソフトウェアの使用以外に、明示された、示唆
された、法的、法律により発生したすべての保証に対して免責される権利を持つものとします。上述の条件に限らず、SY
NOLOGY はソフトウェアにバグ、エラー、ウイルス、その他の結果が含まれていないことを保証しません。

第12条。特定損害の放棄。 いかなる場合も SYNOLOGY およびそのライセンサーは、ソフトウェアの使用または使用しな
いこと、または本書に規定される、または本書に関連して発生する偶発的、間接的、特別、懲罰的、結果的、または同等
の損害（データ、情報、収益、利益またはビジネスの喪失を含みそれに限定されない）を補うための費用について、契約
、不法行為（過失を含む）、厳格責任、またはその他の論理が基であるかどうかに関わらず、SYNOLOGY
がその損害の可能性について知らされている場合においても一切の責任を負いません。

第13条。責任の制限。 本ソフトウェアの使用、または使用できないことから生じる、または関連する、または本書または
本ソフトウェアに記載される、または関連する SYNOLOGY およびそのサプライヤの責任は、契約、不法行為（過失を含
む）、厳格責任、またはその他の論理が基であるかどうかに関わらず、負う損害の額面に関わらず、製品の購買に実際に
費やした額面に限定します。前述の保証の放棄、特定損害の放棄、および責任の制限は、準拠法の許す範囲で最大限に適
用されます。州および／または管轄の法律によっては、暗示保証の除外または特定損害の除外または制限を許可していな
い場合があります。本書に適用されるそれらの法律の許す範囲で、上述の除外および制限がユーザーに適用されない場合
があります。

第14条。輸出規制。 本ソフトウェアは、米国の輸出規制の対象です。ユーザーは、米国輸出管理規則を含みこれに限定さ
れない、本ソフトウェアに適用されるすべての準拠法および規定を準拠することに同意したと見なされます。

第15条。契約の終了。 その他の権利を侵害することなく、ユーザーが本書の利用規約に従わない場合は、Synology が本
書の契約を終了する場合があります。その場合、ユーザーは本ソフトウェアの使用を止め、本ソフトウェアのすべてのコ
ピーおよびそのすべてのコンポーネントを破棄する必要があります。

第16条。譲渡。
製品にアプリインストールされていた場合を除き、第三者にあなたの権利を譲渡したり、割り当てたりすることはこの
EULA において禁止されています。前述の制約に違反するそのような移譲または譲渡は、無効です。

第17条。準拠法。 現地の法律で明示的に禁止されていない限り、この
EULA（エンドユーザ使用許諾契約）は、接触法の原則に反するかどうかに関係なく、Synology Inc.
が法人化された国の国内法により支配され、それに従い解釈されるものとします。

第18条。紛争の解決。 本 EULA から生じる、あるいは本 EULA
に関連するすべての紛争、論争、あるいは請求は、Synology Inc.
が法人化された国の仲裁法および関連する施行規則の手続きに従って、3 人の中立な仲裁者により実施される仲裁により
、独占的に、最終的に解決されるものとします。このような場合における仲裁は、専らあなたと Synology との間の紛争
のみに限定されます。この仲裁、またはその一部は、その他いずれかの仲裁に統合されることはなく、集団または集団訴
訟ベースでは実施されません。仲裁は台北で実施されるものとし、仲裁手続は英語で実施されるか、あるいは双方の当事
者が合意する場合には、北京語で実施されるものとします。仲裁裁定者は最終的で、当事者を拘束するものであり、司法
管轄権を持つ裁判所において強制力を持ちます。この条項がない場合、あなたは裁判所を通じて紛争の訴訟を起こす権利
を有しており、これには、集団または集団代表ベースでの請求を要求する訴訟の権利が含まれていることをあなたは理解
していますが、あなたは明示的および意図的にこれらの権利を放棄し、この第18条に従って、拘束力のある仲裁を通じて
紛争を解決することに同意したことになります。本条のいかなる部分も、Synology
が差し止めによる救済またはその他の権利および Synology の知的財産権に関連する本書の条項への不履行またはその脅
威に対する法律または衡平法における救済手段の要求を禁止または制限しないこととします。

第19条。弁護士費用。 本 EULA におけるいかなる仲裁、調停、その他の法的行為、または権限または救済手段を行使する
際、勝訴した当事者は、他の救済措置に加えて、その費用および適切な弁護士料金を回収する権利があります。

第20条。契約の分離。 本書に、管轄裁判所で無効、不法、または法的強制力がないと判断された条項がある場合において
も、本書の残りの部分は有効に存続します。

第21条。完全合意。 本書は、本ソフトウェアおよび本書の対象物について Synology とユーザー間の完全合意を制定し、
書面または口頭に関わらず、すべての事前および同時期の了解事項および合意に優先します。本書の条項に対する訂正、
修正、または権利放棄は、実施する当事者が署名する法的文書で制定されていない限り、拘力がありません。

この EULA のオリジナルは英語版であり、これはその日本語版です。英語版と翻訳語版の間に相違がある場合は、英語版
が優先となります。
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SYNOLOGY, INC.
限定製品保証

この翻訳は情報提供のためのものです。差異がある場合は、英語版を有効とします。

本限定保証 (「保証」) は、SYNOLOGY, INC. および SYNOLOGY AMERICA CORP を含む関連企業（総称して「SYNOL
OGY」）の製品（以下に定義）に適用されます。ユーザーは、製品パッケージを開けるおよび／または製品を使用するこ
とにより本保証の条件を承諾し、同意したと見なされます。本限定保証は、エンドユーザー使用許諾契約書の対象となる
製品に含まれるソフトウェアには適用されませんが、エンドユーザー使用許諾契約書の対象となりますのでご注意くださ
い。SYNOLOGYは、カスタマに事前の通知を行うことなく、本製品保証の調整および/または変更を行う権利を留保しま
す。本保証の条件に同意しない場合は、製品を使用しないでください。その場合は、製品を購入した販売店に製品を返却
し、販売店の返却条件に従って返金を求めてください。

SYNOLOGY
の保証サポートは、すべての国でご利用いただけるわけではありませんのでご注意ください。また、SYNOLOGY は、製
品を最初に購入した国でそのようなサポートを要求する場合、この限定保証サポートの提供を拒否する場合があります。
製品が最初に購入された国は、SYNOLOGY の内部記録に基づいて決定されるものとします。

地域の消費者保護法
適用される地域の消費者保護法並びに規則の対象となる消費者に対し、本保証で与えられる権利は、かかる消費者保護法
並びに規則で定められるすべての権利および救済手段に加えられます。

第 1 条製品

(a) 「製品」は、新品または補修済製品を指します。

(b) 「新製品」は、カスタマが正規販売店または代理店で購入した元のパッケージに含まれる Synology
ブランドのハードウェア製品および Synology ブランドのアクセサリを意味します。「新製品」は、 製品サポート
ステータス でご覧いただけます。

(c) 「補修済製品」とは、Synology の関連会社、正規販売店または代理店が補修したすべての Synology
製品を意味し、「現状のまま」または「保証なし」で購入された製品は含まれません。

(d)
「スペアパーツ
」とは、製品にインストールまたは組み込まれているまたは取り付けされているパーツ、アクセサリー、コンポーネント
、その他の機器を意味します。

(e) その他の定義：「カスタマ」とは、Synology または Synology
の正規販売店または代理店から製品を購入した、最初の人物または団体を示します。「オンライン
ショップ」とは、Synology または Synology の関連会社が運営するオンライン
ショップを意味します。「ソフトウェア」とは、カスタマが購入した、ウェブサイトからダウンロードした、または
Synology の製品にプリインストールされていた Synology の保有するソフトウェアで、ファームウェア、関連する媒体、
画像、アニメーション、動画、オーディオ、テキスト、およびアプレットが組み込まれているソフトウェアまたは製品、
そのソフトウェアに対する更新およびアップグレードが含まれます。

第 2 条保証期間

(a) 「保証期間」：保証期間は、カスタマが提示する購買領収書または請求書に記されている購入日に開始され、各新製品
に対する保証期間の終了日に終了します。各新製品に対する保証期間は、製品サポート ステータス
で取得できます。スペアパーツに対しては、通常使用での保証期間は製品購入日より1年
(システムドライブに対しては5年) となります。補修済製品または修理済部品に対しては、保証期間は交換する製品の保証
期間の残り、または製品の交換または修理日から90日のいずれか長い方になります。上記の保証期間は、「現状のまま」
または「保証なし」で購入された旨が示されている製品には適用されません。製品の購入を示す正規のレシートまたは製
品の請求書が提示されない場合、あるいは明らかに誤っているまたは改ざんされている場合は、提示された製品の保証期
間はSynologyが持つ記録による製造日から始まるものとします。

(b) 「延長保証期間」：カスタマが購入したEW201/EW202または第1条(b)項で指定された新製品に対する延長保証Plusオ
プションサービスに対しては、保証期間は2年に延長されます。EW201/EW202については、適用される製品モデルおよび
利用可能な地域が EW201/EW202 延長保証
でご覧いただけます。延長保証Plusについては、適用される製品モデルおよび利用可能な地域が Extended Warranty Plus
でご覧いただけます。カスタマはオプションサービスのいずれか1つをお選びいただけます。

(c) 「保証期間の即時終了」。Synology
Driveについては、保証期間は次の状況のいずれかが発生した時点で直ちに終了します。(a)
ソリッドステートドライブの場合、その 寿命消耗インジケータ
が、購入した製品に取り付けられたドライブの「製品仕様」で指定された制限と等しいかそれ以上、(b) すべてのドライブ
製品について、その温度記録、購入した製品に付属する「製品仕様」で指定されているドライブの動作温度制限と等しい
かそれ以上。

https://www.synology.com/products/status
https://www.synology.com/products/status
https://www.synology.com/products/status
https://www.synology.com/products/Extended_Warranty
https://sy.to/ewplus
https://kb.synology.com/DSM/tutorial/Warranty_Synology_SSDs


第 3 条制限付き保証と救済手段

3.1 制限保証第 3.2 項に従って、Synology は、保障期間中、各製品について (a) 製造上の材料不良がないこと、(b)
正常な使用において Synology の公開仕様に従って正しく機能することをカスタマに保証します。かかる制限保証は、本
製品に付随またはカスタマが購入する、本製品と共に提供されるエンドユーザー使用許諾契約書の対象となるソフトウェ
アには適用されません。Synology
は、「現状のまま」または「保証なし」で販入された製品に対して一切の保証を行いません。

上記限定保証は譲渡不可であり、Synology の関連会社、代理店、および Synology が認定した販売店から直接購入したさ
れ、さらにお客様にのみ提供されます。本書で規定する保証は、カスタマが本製品を第三者に販売または譲渡した時点で
終了します。

3.2
除外事項
前述の保証および保証義務は、次の場合は適用されません：(a) 製品、仕様または関連資料に指定または説明されていない
方法でインストールまたは使用された、または何らかの方法で誤用、悪用、損傷した製品、(b) 事故、火災、液体接触、地
震、その他の外的要因または不適切な環境での製品の使用によって損傷した製品、(c) Synology の許可なしに分解された
製品、(d) 通常の摩耗によって引き起こされる、または製品の正常な老化による外的損傷のある製品、これには、材質また
は仕上がりの欠陥によって発生した場合を除く、ポートの傷、へこみ、プラスチックの破損を含み、これらに限定されな
い、(e) シリアル番号が製品から削除または汚されたため、識別できない製品、(f) Synology が顧客に提供した訂正、修正
、強化、改善、その他の更新をカスタマが実施していない、または第三者が提供する修正、変更、強化、改善、その他の
更新をカスタマが実装、インストール、または使用したことによる破損または故障がある製品、(g)
製品が設計されているハードウェア、ソフトウェア、またはその他のアクセサリ以外の Synology
が提供いていないアイテムをインストールまたは使用したことに起因する破損や故障がある、または互換性がない製品。

上記の各状況は、Synology による本製品の外観および機能の検査および検証の対象となります。Synology は、上記の状
況下で本製品に対する第3.3項に記載されている製品の修理、技術サポート、製品交換を含むがこれらに限定されない保証
サービスの提供を拒否する場合があります。

3.3 保証サポートと唯一の救済手段カスタマが以下に示す方法で適切な保証期間内に第 3.1
項で制定する保証の不具合を通知した場合、Synology が該当する不具合を検証した後、Synology
がSynologyの独自判断で以下を行います。第 3.4 項に従って製品の完全な返却が行われた後に、(a)
商業的に適切な方法で製品を修理する、(b) 技術サポートを提供する、または、(c)
不具合のない製品または部品と交換します。前述は、第 3.1
項の保証不履行または製品に対するその他の不具合または欠陥に対する Synology
の完全な責任であり、カスタマの唯一かつ非排他的な救済手段です。カスタマは、本製品の不具合に対する Synology
の診断と検証を適切に支援しなければなりません。Synology 製品またはそのバックアップに保存されているデータの救済
として保証サポートは適用されません。カスタマは、本製品をSynology
に返却する前に、保存したデータのバックアップコピーをとるものとします。Synology は、保証サービスの実施中に本製
品内の情報やデータをすべて削除することがあり、そのデータの損失について一切の責任や義務を負いません。さらに、
カスタマは、Synologyがプリインストールされていなかった取り外されていないコンポーネントの紛失に責任を負わない
ため、アダプターカード、メモリ、ハードディスクドライブまたはソリッドステートドライブなどプリインストールされ
ていないアクセサリーを取り外す必要があります。

3.4 返却保証請求を行う場合、カスタマは第3.4項に従って完全な製品を Synology
に返却する必要があります。返品された製品は、(a) 分解された (Synology の指示の場合は除く) 、(b)
シリアル番号が削除された、または汚されて識別できない、または (c) 不適切な梱包により返品途中で損傷を受けた
(傷や変形を含むがこれらに限定されない) 場合は受け取りが拒否され、カスタマの費用でカスタマに返されます。製品は
Synology から受け取ったのと同じ状態で、Synology が指定する住所に、貨物前払いで、その内容を保護するのに十分な
包装を行った上で返品する必要があります。カスタマの場所によっては海外発送が必要になり、カスタマは関税、通関手
続き、その他交換サービスに関わるすべての手数料を負担するものとします。返却する品物が Synology
に適切に配達されるまで、品物に対する保険および損失や損傷はカスタマの責任となります。

  

3.4.1 一般交換サービス第 3.3 項に基づくカスタマによる製品返品は、Synology
の現在の交換手続きに従って、購入領収書または請求書を提出する必要があります。交換手続きに関する詳細は、
Synology 製品の保証請求を行うにはどうすればよいですか? でご覧いただけます。

3.4.2 延長保証Plusサービス***(カスタマが購入した延長保証Plusのみに適用)*
(a) **標準直接交換 サービス：標準直接交換サービスに関して、カスタマは、Synology によって認められた不適合
製品を指定の返却サービスセンターに、経費をカスタマが負担した上で返却しなければなりません。返却は、Syn
ologyの指定した指定の返却サービスセンターで不適合製品が受け取られるまでは発送されません。
(b) 先出し直接交換 サービス：先出し直接交換サービスに関して、Synology は、カスタマが不適合製品を返却する
前に、カスタマが指定した住所に交換製品を発送しますカスタマは、Synology によって認められた不適合製品を
、対応する返却サービスセンターにカスタマの負担で、申込みが受け付けられた時点から28日以内に返却しなけれ
ばならず、保証のためにクレジットカードの承認を提出しなければなりません。クレジットカードの承認は、Syn
ology がカスタマが返却した不適合製品を受け取った後にキャンセルされます。カスタマが不適合製品を28日以内
に返却しなかった場合は、Synology はカスタマのクレジットカードから当該保証分を全額回収する権利があり、
当該不適合製品および交換品のシリアル番号に関連したすべてのサービスを無効にします。さらに、Synology

https://kb.synology.com/DSM/tutorial/How_to_make_warranty_claim_for_Synology_NAS


はその後の関連する技術サポートの提供を拒否する権利を留保します。前述の施策は、これに起因するSynology
の法的権利には影響を及ぼさないものとします。

3.5 Synology による新品または補修品との交換3.1 項に従って本保証で Synology が製品交換を選んだ場合、Synology
は、3.4 項に従って返品された不適合製品を受領後、その製品の保証に適合するかを Synology が確認した上、Synology
の負担で Synology の選択した配送方法により交換製品を発送します。補修品をカスタマに返送する前に、Synology では
、会社の品質基準に厳密に準拠していることを確認しています。補修品の一部は、特定の汚れ、傷、またはその他の軽微
な消耗が伴うものとします。一部の国においては、Synology は独自の判断により、特定製品に Synology
交換サービスを適用する場合があります。カスタマが返却した不適合製品を受領した後で、Synology
は交換製品を出荷します（「Synology 交換サービス」）。

3.6 免責事項本書に制定する SYNOLOGY の保証、義務、責任、およびカスタマの救済手段は、非排他的かつ代用であり
、明示または暗示に関わらず、法律またはその他の原因により生じる、以下を含みそれに限定されない本保証の下で提供
される製品、ソフトウェア付属の文書、およびその他の品物またはサービスに関連して SYNOLOGY
のその他のすべての保証、義務、責任およびカスタマの SYNOLOGY に対するその他の権利、主張、救済手段を放棄、譲
渡、拒否します。(A) 市販性または特定目的または使用との適合性に対する暗示保証、(B) 履行の過程、取引の過程、また
は商慣習により生じる暗示保証、(C) 侵害または不正利用に対する請求、または
(D) 不正行為（過失、厳格責任、製品責任またはその他の理論に基づくかどうかに関わらず）に対する請求。SYNOLOGY
は、SYNOLOGY の製品に保管されたデータまたは情報が安全であり、データ消失の危険がないことを保証したり具体的
に放棄したりしません。SYNOLOGY は、カスタマに製品に保管するデータをバックアップするなど、適切な対策を実施
するよう勧めています。州/司法管轄区によっては、暗示保証の制限を許可しないため、上述の制限がカスタマに適用され
ない場合があります。

3.7 延長保証Plusの制限(a)
カスタマは、新しい本製品の当初の購入日後90日以内に延長保証Plusの購入を完了しなければなりません。(b) Synology
は、延長保証Plusを特定の地域でのみ提供し、カスタマは、購入処理の間に本サービスを有効にする地域を選ばなければ
なりません。カスタマが延長保証Plusサービスを、選択した地域以外の地域から要求した場合、Synology
はその独自裁量では延長保証Plusサービスを提供しない場合があります。(c) 適用例外：延長保証Plusは、対象国の海外の
部門、海外の領土、海外の自治区、適用される国や地域の本島を除く島には適用されません。

第 4 条責任の制限

4.1
不可抗力
適切に制御できない原因または条件（カスタマの作為または不作為を含みこれに限定しない）により本保証が定める義務
の不履行または遅延が発生した場合、Synology
は、本保証に対して一切責任を負わない、または本保証の違反または不履行と見なされません。

4.2 特定損害の放棄いかなる場合も SYNOLOGY およびそのサプライヤは、製品、付属の文書またはソフトウェア、およ
び本書に基づいて提供されるその他の品物またはサービスの使用または使用しないことにより発生する偶発的、間接的、
特別、懲罰的、結果的、または同等の損害（データ、情報、収益、利益またはビジネスの喪失を含みそれに限定されない
）を補うための費用について、契約、不法行為（過失を含む）、厳格責任、またはその他の論理が基であるかどうかに関
わらず、SYNOLOGY がその損害の可能性について知らされている場合においても一切の責任を負いません。

4.3
責任の制限
本製品、付属の文書またはソフトウェア、および本保証に基づいて提供される品物またはサービスの使用、または使用で
きないことから生じる、SYNOLOGY およびそのサプライヤの責任は、契約、不法行為（過失を含む）、厳格責任、また
はその他の論理が基であるかどうかに関わらず、負う損害の額面に関わらず、製品の購買に実際に費やした額面に限定し
ます。前述の特定損害の放棄、および責任の制限は、準拠法の許す範囲で最大限に適用されます。州および／または管轄
区の法律によっては、暗示保証の除外または特定損害の除外または制限を許可していない場合があります。本製品に適用
されるそれらの法律の許す範囲で、上述の除外および制限がカスタマに適用されない場合があります。

第 5 条雑則

5.1 所有権本製品および製品付属のソフトウェアおよび説明書には、Synology
および第三者サプライヤおよびライセンサーの所有権および知的所有権が含まれています。Synology は、製品のすべての
権利、権限、知的所有権を保有および保留します。製品、付属のソフトウェアまたは説明書、および本保証に基づいて提
供されるその他の物品に含まれる、または対する権利、所有権または知的所有権は、本保証の下でカスタマに移譲されま
せん。カスタマは、(a) Synology または Synology の正規代理店または販売店が提供するソフトウェアに付属する
Synology エンドユーザー用の使用許諾契約書の利用規約に準拠し、(b) 製品またはそのコンポーネント、付属のソフトウ
ェアのリバースエンジニアを試みる、またはその他の方法で Synology
の知的所有件に不適切に回避、または違反してはいけません。

5.2 譲渡カスタマは、本書に基づく自身の権利を、直接、法律の運用または他の方法により、Synology
から事前に書面による承諾を得ずに譲渡してはいけません。



5.3
追加条件なし.
本保証で明確に許可した場合を除き、他の当事者が発注書、領収書、承認書、確認書、通信、その他の方法で作成した本
保証のあらゆる条項、条件、条項と衝突するその他の規定に対して、両当事者が制約される、当事者の片側が特別に対象
となることはありません。ただし、各当事者が書面においてそのような条項に特別に同意している場合は除きます。また
、本保証が製品に関連する当事者と締結した別の契約書の利用規約と衝突する場合、他の契約書が本保証の条項に優先さ
れることを特別に言及している場合を除き、本保証が優先されます。

5.4
準拠法
地域法で明確に禁止する場合を除き、本保証は、接触法の原則に反するかどうかに関係なく、アメリカ合衆国に居住して
いるカスタマに対しては米国ワシントン州の法律に、アメリカ合衆国に居住していないカスタマに対しては中華民国
(台湾) の法律に準拠します。1980 年に採択された国際物品売買契約に関する国連条約またはその後継は適用しません。

5.5 紛争の解決本製品またはカスタマ間の関係に対して Synology が提供する本保証、製品またはサービスから生じる、ま
たは関連する、いかなる紛争、論争、または主張も、米国に住居するユーザーと Synology は、米国仲裁協会 (American
Arbitration Association) の現行の商事規則に従って単独かつ最終的に仲裁解決されるものとします。ユーザーが米国以外に
住居する場合は、以下を参照ください。仲裁は単一の調停者の前で実施され、カスタマと Synology の間の紛争のみに限
定されます。仲裁または仲裁の一部は、その他の仲裁に合併されず、集団または集団代表ベースでは実施されません。仲
裁は、書類の提出、電話、オンラインまたは当事者の要請により、調停者の決定した個人により、米国ワシントン州キン
グ郡で実施されるものとします。米国または非米国の仲裁またはその他の訴訟では、勝訴した当事者は、その当事者が支
払う仲裁費用を含むすべての費用や妥当な弁護士料金を受け取ることになります。そのような仲裁の手続きで行われた決
定は最終的で、当事者を拘束するものであり、その結果に従って適格な司法管轄権の裁判所において裁定が行われる可能
性があります。この条項がない場合、カスタマは裁判所を通じて紛争の訴訟を起こす権利を有しており、これには、集団
または集団代表ベースでの請求を要求する訴訟の権利が含まれていることをカスタマは理解していますが、カスタマは明
示的および意図的にこれらの権利を放棄し、第 5.5 条に従って、拘束力のある仲裁を通じて紛争を解決することに同意し
たことになります。米国以外のカスタマの場合、紛争は R.O.C. 仲裁法および関連施行規則の手順に従って 3
人の中立調停者により実施される仲裁により、最終的な解決が行われます。仲裁は台湾 (R.O.C.) の台北で行われ、仲裁の
手続きは英語で行われ、両当事者が同意する場合は、北京語で行われるものとします。仲裁裁定者は最終的で、当事者を
拘束するものであり、司法管轄権を持つ裁判所において強制力を持ちます。本条のいかなる部分も、Synology
が差し止めによる救済またはその他の権利および Synology の知的財産権に関連する本保証の不履行またはその脅威に対
する法律または衡平法における救済手段の要求を禁止または制限しないこととします。

5.6
弁護士費用
本保証におけるいかなる仲裁、調停、その他の法的行為、または権限または救済手段を行使する際、勝訴した当事者は、
他の救済措置に加えて、その費用および適切な弁護士料金を回収する権利があります。

5.7
輸出規制
本製品は、米国の輸出規制の対象です。ユーザーは、米国輸出管理規則を含みこれに限定されない、本製品に適用される
すべての準拠法および規定を準拠することに同意したと見なされます。

5.8
契約の分離取扱条項
本保証に、管轄裁判所で無効、不法、または法的強制力がないと判断された条項がある場合においても、本保証の残りの
部分は有効に存続します。

5.9 完全合意本保証は、本件に関する Synology とカスタマとの間のすべての同意を制定し、あらゆるおよびすべての事前
同意に優先します。本保証の条項に対する訂正、修正、または権利放棄は、実施する当事者が署名する法的文書で制定さ
れていない限り、拘力がありません。

5.10 延長保証Plusサービスの支払いと終了(a)
Synologyによる注文の確認後、カスタマはすべての諸費用と税金を直ちに支払うものとします。Synology
は、資格がない、あるちは未成年のカスタマへの延長保証Plusサービスの提供を拒否する権利を留保します。(b)
当該製品購入後30日以内に延長保証Plusサービスを使用しないカスタマは、購入から30日以内にテクニカル サポート
チケットで終了の要求を提出できます。
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FCC Declaration of Conformity 
 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following 

two conditions: (1) this device may not cause harmful interference, and (2) this device must accept 

any interference received, including interference that may cause undesired operation.  

 



この装置は、クラス B 機器です。この装置は、住宅環境で使用することを

目的 としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使

用され ると、受信障害を引き起こすことがあります。  

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。                     VCCI 一 B 

                 



 

 

Declaration Letter of REACH & RoHS Compliance  

 

About REACH  

In June 2007, the European Union Regulation (EC) 1907/2006 concerning the 

Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals (REACH) 

was first released. Under this Regulation, manufacturers are required to 

gather information on the properties of their chemical substances, which will 

allow their safe handling, and to register the information to European 

Chemicals Agency (ECHA). The aim is to improve the protection of human 

health and the environment through the better and earlier identification of the 

intrinsic properties of chemical substances. 

 

About RoHS 

RoHS Directive (EU Directive 2002/95/EC ) was issued in 2002, restricted the 

use of the six chemicals lead, cadmium, mercury, and hexavalent chromium, 

as well as flame retardants polybrominated biphenyls (PBBs) and 

polybrominated dipheny ethers (PBDEs). Under this directive, manufacturers 

are required to replace these chemicals in their products with less hazardous 

alternatives.   

 

Then RoHS 2.0 (Directive 2011/65/EU) has replaced Directive 2002/95/EC 

since January 3, 2013. In 2015, EU commission publishes Directive (EU) 

2015/863 to amend Annex II to EU RoHS 2 (Directive 2011/65/EU) to add 4 

phthalates (DEHP, BBP, DBP and DIBP) onto the list of restricted substances 

from 22 July 2019.  

 

REACH and RoHS Compliance 

Synology meets all requirements of the REACH Regulation and is compliant 

to all implemented RoHS type regulations worldwide. To the best of 

Synology’s knowledge, all Synology products in production (including finished 



 

 

products, spare parts, and packaging materials) are in compliance with the 

requirements of the Regulation and/or Directives. Synology continues to 

monitor, influence, and develop our processes to comply with any proposed 

changes to the Regulation and/or Directives. 


